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ま え が き

青年の木としてもてはやされ,一時は全国の年間造林面積の16%(昭和36年,67,592 ha,林業 

統計要覧)を占めたカラマツも,年々造林面積が減少し,現在では6%(昭和59年,6,724ha) 

にまで減少してきているが,なおヒノキ,スギに次ぐ第3位の重要な樹種であることに変りは 

ない。

カラマツ材は針葉樹の中ではヒバ,ヒノキに次いで腐朽菌に対して強い耐朽性を持つと言わ 

れている。しかし,カラマツの間伐や主伐,特に30年生以後の林分で外見に異常は認められな 

いのに,伐倒した時に根部や幹の下部の心材部分に腐朽が見られ,せっかくの元玉を利用でき 

ないことがかなりの割合で見うけられる。

一方,今後はカラマツについても長伐期あるいは複層林などの施業が採用されるものと思わ 

れるが,そのためには長期間にわたる健全な生長が不可欠であり,カラマツ腐心病の発生はそ 

の障害の一っとなっている。

信州カラマツの郷土を管内にもつ当木曽分場では関中ブロックの一員として,高海抜地域に 

おける環境保全的森林施業技術の確立をめざして,昭和60年度から標記課題にとりくんでおり, 

本場での研究推進会議や林学会中部支部大会,カラマツ林業研究会などで成果を発表し,解明 

への第1歩をふみ出したところである。

昭和61年度も引続いて調査を継続したが,本年度は特に民有林の壮齢林における腐心病の発 

生状況,発生地の環境,加害種などの調査分析を行うこととした。61年10月には本場保護部佐 

保樹病科長,小林主任研究官,阿部技官らと共同で,当分場から佐々木,浜,仙石が参加して 

現地調査を実施した。試験地の選定に当たっては長野県北佐久地方事務所中村 慎氏のご配慮 

によるところが大きい。その際,特に土壌関係について元関西支場長黒鳥 忠博士のご指導を 

仰ぐことができた。博士からは現地において懇切なご教示を賜るとともに,ご多忙中にもか、 

わらず調査メモを頂戴したので,ご了解の上とりあえず資料としてここに印刷するものである。 

黒鳥博士はもとより佐保科長以下各位に対して深く謝意を表する次第である。

なお,間伐時の伐倒ならびに搬出に起因して生じたであろう機械的損傷によるものと思われ 

る,カラマツ残存木中の損傷木が認められたことが興味をひいた。62年度はこのあたりも追究 

してみたい。

カラマツ腐心病については今後とも本場はじめ各位のご指導を仰ぎながら研究を進めるつも 

りであるので,一層のご鞭撻をお願いする次第である。

昭和62年3月

一I一

木曽分場長佐々木 糸己



長野県立科町および望月町のカラマ 

ツ腐心病発生地の土壌環境について

林業試験場木曽分場からの依頼により,昭和61年10月7日,8日の両日,長野県北佐久郡立 

科町芦田地区と,望月町唐沢地区のカラマツ腐心病発生林分の土壌条件につGゝて,両地区各2 

地点について土壌断面を設定し検討を加えた。

断面調査の記載は別紙Profile Nq1〜Nd 4に示すとおりであるが,両調査地区の土壌環境の特 

徴について説明を加えることにする。

立科町芦田地区(第1調査地)

標高約1,600 mから1,450 mの起伏量約150 mの比較的緩い傾斜をもつ山地であるが,その 

中で腐心病多発地は傾斜角15 °以下の緩い谷斜面内に位置し,それより上部の尾根型斜面には 

彼害が全くみられないという特徴がみられた。

腐心病の発生が集中的にみられた谷斜面内の土壌^Profile Na1)は火山灰を母材とする適潤 

性黒色土(B/d型)で,黒色土層は約50cmの厚さをもち,表層部約20cm厚(Ai)は団粒状構造 

が発達して膨軟で,また森林植生の影響をうけ退色している。この表層部(Ai)を除く黒色土 

層(A2, A3)および下層(B)はカベ状で堅密であるが,火山泥流層などの不透水層的な固結 

層は出現せず,また,B層にも常時過湿を指標する特徴は認められない。

これに対し,被害が全く認められない尾根型斜面上の土壌(.profile Na 2 )は,profile1と同 

様に火山灰を母材とする黒色土であるが,やゝ乾性の要素をもつた適潤性黒色土偏乾亜型 

(B/d(〃)型)で,表層部(Ai)約20cmは粒状,団粒状構造が発達して軟かい点はprofile1と 

同様であるが,その直下の黒色土層(A2)には堅果状構造が発達している点が異り,また,B 

層下部(B2)もや、軟かく,profile1よりも通気,透水性が優る特徴を具えている。

望月町唐沢地区(第2調査地)

ここの腐心病多発地は,標高約!.430 m~1,400 mの谷頭コルビウム地形面の底部,すなわ 

ち,浅い鍋状の凹型緩斜面内に位置している。

ここでは,谷頭コルビウム底部の平坦面にprofile 3 .や、上部の緩斜面上にprofile 4と2つ 

の断面を設定したが,いずれも周辺に腐心病羅病株が多数みられた地点である。

profile 3 , 4両土壌とも火山灰を母材とする黒色土で,土壌型は適潤性黒色土(B/d型)で 

あるが,第1調査地のprofile1,2に比べて黒色土層の厚さは薄く,30cm未満で,また,構造 

の発達した最表層部(Ai)の厚さも約10cm程度で,退色も認められず,原野上壌の性質を強く 
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残している。下層(B)には常時過湿条件を指標する特徴は認められないが,両土壌とも第1 

調査地のprofile1と同様に,理学性の良い最表層部(ADからの緻密な:下層(A2或はB)へ 

理学性が急変する特徴を具えている。また,profile 4ではB層上部に厚板状の構造が発達して 

いるのが認められたが,これはこの層附近まで土層がかなりの頻度で凍結することを示してい 

るものと解された。

なお,日程の都合で調査地に隣接する谷地形面の調査が出来なかったが,帰路この谷地形面 

を横切る道路cオで,固結層(泥流層?)の露頭があり,その上面から多量の湧水が認められた 

ので,この第2調査地の谷頭コルビウム内の上層のそう深くない辺に滞水帯の存在が推定され 

た。

腐心病発生と上壌条件(考察)

樹病担当者によって罹病根株数本について羅病過程の検討調査が行われたが,その結果,両 

調査地とも幼〜若令時の直根部分から腐朽が始ったことを物語る形態的特徴を示し,土壌中の 

深さは略々30cm〜40cmの黒色土層下部或は下層土(B)上部附近と判定された。この特徴は, 

筆者が昔浅間山麓濁川流域と追分原で調査した結果と全く同じであった。浅間山麓の土壌条件 

は,火山性砂礫質の理学性の良い末熟上であったが濁川沿いの氾乱原では地下水位が比較的高く 

(地表下約1m前後),融雪,氷時,梅雨,台風等による異常増水時などに滞水帯の上昇が繰返 

されて,その軌跡が,上壊断面内に数本の酸化鉄の線状の沈澱層として示されており,この沈 

澱層の上限は地表下約30cmまで達していた。また,追分原では流水はみられない砂礫質の微凸 

緩斜面であるが,地表下約50cm深さに泥流層(固結層)が出現し,これが不透水層的な役割を 

果して,濁川の場合と同様に上部上層中に一時滞水による鉄の沈澱層が形成されていた。これ 

らの一時滞水層の上端の位置は根株調査結果の初期腐朽(腐朽の侵入)部位と一致することか 

ら,比較的若令時に伸長して行った直根部が一時滞水の影響によって湿害をうけ(多くは部分 

枯死),そこから腐朽菌が侵入したものと判定された。また,この一時滞水帯による湛水条件 

が根圏の大部分に及ぶ時は造林木の枯死につながるが,その影響が著るしくない場合には造林 

木は根に傷痕を残しつ、残存した根系および側根を主とした根の再生により生育を続け,林令 

が増すとともに水分消費量も増加して上壌中の水分環境も緩和されて新たな根系の傷害が起ら 

なくなるものと考えられた。

今回の2つの調査地の上壊には,浅間山麓の場合のような明らかな一時滞水帯の存在は認め 

られなかった。しかし,浅間山麓の場合と腐朽根株の形態的特徴が全く同じであることは,今 

回の調査地でもカラマツの幼〜若令時に直根部が傷害を受ける上壌的要因があった可能性が強 

いと考えるのが自然であろう。このような観点に立って,今回の調査結果をふり返ってみると, 

腐心病多発地点のprofile1,3 , 4の地形的位置がいずれも集水地形内の下部緩斜面および底
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部に当っており,集水された地中水の動きカヾ緩慢になり易い位置を占めていること’また,地 

表下約30cm深さ附近で,理学性の良い最表層部から理学性のわるい下層に判然と推移している 

ことなどから,これらの地点では融雪,氷時や梅雨期,台風等の多雨時など,季節的に多量の 

水分が供給される場合には,地表からあまり深くない土间,か・。万では黒色土層(A2), 

profile 3 , 4では黒色土層(A2 )からB層上部附近で浸透水が渋滞し,これらの土層がある 

期間飽水状態になることは充分考えられる。しかし,これら各土壌の断面形態には前記のよう 

に過湿を指標する特徴は認められなかったのでその程度特に飽水期間はそれ程長い期間に亘る 

ことはないものと思われる。

一方,カラマツが湿害に弱い樹種であることは比較的よく知られており,多湿地では林分の 

不成立および不成績林分が多くみられるほか,台風や集中豪雨等により一時的に湛水状態にお 

かれた壮令林分などが一斉に枯死した事例も各地で認められているが,中でも注目したいのは, 

塘 隆男氏の生育期での湛水期間1週間で根系が枯死したという試験例である。

これらのことを総合して考察すると,今回の調査地でのカラマツ腐心病発生の主要な誘因と 

して,幼〜若令時の直根部の傷害(部分枯死)があげられ,この根の損傷の要因として土層中 

の一時的な排水不良条件が推定される。しかしながら,カラマツ腐心病の発生と土壌環境との 

関係を明確にするためには,なお多くの調査事例の集積と,土壌環境の詳細な解析が必要と思 

われる。
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以下調査地の土壌椚断面について記載する。

P rof. Na 1

B/d,立科町,微凹型谷型緩斜面,N30° E,1〇〜12° ,1.480 m,火山灰,残積,カラマ 

ッ人工林30年生,約7〜8年前に間伐,61年第2回目問伐,カラマツ腐心病多発地,(レンゲ 

タケの疑いあり)。

Ao :カラマツ落腐葉2 ～ 4 cm,表面にコケ。

A"i ： 5 YR % 5 (退色),腐植に頗富,SfL,C尸++,鬆,潤,菌糸あり,細根2。

Ai-2 : 5YR%5(退色),腐植に頗富,SiL, 〇〜"+++,軟,潤,細根3 ～4〇

At : 5YrL“+黒色,腐植に頗富,小礫+ , S:L,やや堅,潤,細根2。

A3 : 7.5YR%5黒色,腐植に富,小礫2, S: L, m〜カベ,堅,潤,中根2。

B : 7.5YR%5,腐植に乏,小跳+,S» L,か〜カベ,堅,潤,中根2。

P rof. Na 2

B/D(d),立科町,尾根型凸型斜面,N70°E, 28°, 1.530 m,火山灰•安山岩,残積,力 

ラマッ人工林,約7〜8年前に間伐,61年第2回目間伐,Nalと地続き,斜面上部でカラマツ 

腐心病が全く発生していない林分。

Ao :カラマツ落腐葉,2〜3 cm,表面にコケ。

A1-! : 5YR勿 1(やや退色),腐植に頗富,小礫十,S: L, Cr,鬆,潤,菌糸+++, 

小根2 〇

Ai 一 2 : 5YRl•シi黒色,腐植に頗富,小礫+, S:L, C」〜9了,軟,潤,小根2,中根 

1〇

A2 : 5 YR24.5黒色,腐植に富,小中礫2, SzL, n,やや堅,潤,中根2。

Bi:7.5YR%,腐植を含,小中礫3, S:C, m,堅,潤,小根1。

B2 : 7.5YR丸,腐植に乏,大中礫2, SiL, m,やや堅,潤,小根1,中根2。

Prof. Na 3

B/d,望月町,谷頭微凹型緩斜面,N70°W, 2°,1,400 m,火山灰•安山岩,残積(古水 

積?)カラマツ人工林,約27年生,牧草地-・雑木林(大部分)ーカラマツ植栽(1代目),ha 

当り3,000本植栽,61年に4本に1本の割合で間伐,根株腐れ発生地。

Ao :カラマツ落腐葉2〜3 cm,表面にコケ,層中に白色菌糸。

Ai :2.5YR%+,黒色,腐植に頗富,小礫十,S/L, 9「〜(〇),鬆,湿,小根1,

大根十。
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A2 : 2.5YR% + ,黒色,腐植に富,小中礫3, S:C,わずかに構造あり,やや軟,潤, 

中根1l小根2〇

B : 5YR%と5YR"斑状,腐植を含〜乏,小大礫2, S:C, m,堅’やや軟(斑 

状),潤,小中根2。

(付記)生立木では,外観上から心腐れの有無を判断することは今のところ困難である。しか 

し根元にキノコの発生があり,これを伐倒したところ地表から3 m付近まで腐れが進行してい 

た。(図ー 7,仙石)

P rof. Na 4

B/D,望月町,微凸緩斜面,N50°W, 18°,1.410 m,火山灰•安山岩,残植,カラマツ 

人工林(約27年),№3と同じ。

Ao :カラマツ落腐葉2〜4cm,地表にヤマゴケ斑状に分布,白色菌糸。

Ai:2.5YR% 5黒色,腐植に頗富,小大礫1,S/L, (〇),鬆,潤,菌糸+ +, 

中根十,小根1。

A2 : 2.5YR% +黒色,腐植に頗富,小中礫2, S:L, ( Cr )<軟,潤,小中根2。

Bi:7.5YR易(斑状に),7.5YR绍,腐植に一部含〜乏’中礫3,小礫2 , S/C, 

上部厚板状,下部m〜カベ,堅,潤,小中根2。

B2 ： 7.5YR3-%,大中小礫2, SzC, m〜カベ,やや軟,潤’中根十。

黒色土層の薄い型,Aiの退色は僅か,Bi層上部に凍結の影響と思われる厚板状の構造が発 

達,この付近に微弱ではあるが表層還元の兆候がみとめられる。
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写真2
立科町,第1調査地の林相

写真3
立科町,上壌断面No_1付近の林床植生

写真4
立科町,心腐れが全くみられ 

なかった地点の土壌断面No 2
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写真5
立科町,心腐れの切株

写真6
立科町,心腐れの根株,縦挽断面, 

若幼齢時の古い直根部の腐朽状態

写真7
立科町,間伐木の搬出に際して損傷をうけた残存木の 

状態

写真8
望月町,第2調査地,心腐れ

発生地の土壌断面NQ 3
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図一2. Nq1の土壌層断面
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図ー3. Na1上部の尾根型凸型斜面
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図ー4. Na 2の土壌層断面

図ー6. Na 3の土壌層断面図ー 5.望月町・唐沢地区調査位置図
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図ー7.生立木根元に発生した子実体 

と内部の腐朽状態
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図一8. Nq 3断面の上方,微凸緩斜面
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図一 9. Nq 4の土壌層断面
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あ と が き

カラマツ腐心病に関する現地調査を次のとおり行った。本場保護部の方から,しかるべき機 

会に詳細発表がなされるものと思われるので,当分場関係分のみを以下略記する。

1•調査場所

1) 長野県北佐久郡立科町芦田,立科町有林,昭和29年植栽,53年間伐

2) 長野県北佐久郡望月町,協和財産区有林,昭和35年植栽,53年間伐

2.調査期間

自61年10月6日〜至10月9日

3•調査内容

概況調査のうえ現地で50mx50mのプロットを区画設定し,

D毎木調査によってカラマツの被害調査,被害発生率,伐根および立木位置

2) 被害木の病原体を培養するための試料採取

3) 被害木の腐朽経過を知るための伐根堀取調査(チェンソーによる縦挽きも実施)

4) 付近の土壌調査(植生調査を含む)

などを行った。

4.調査従事者

分場長 佐々木 紀 総 括

保護研究室長 浜 武 人 樹病関係

主任研究官 仙石鐵 也 土壌関係

5.発表業績

(1)カラマツ腐心病に関する研究(1)ーカイメンタケ•ハナビラタケの発生環境ー

仙石,浜:34回日林中支論,1.986

⑵同上(D) ーレンゲタケ・ニセカイメンタケの被害事例一

浜,仙石,荒井:技術情報(長野県林業指導所)№60,1,986

以上
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